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万
葉
集
巻
十
五

の
用
字
を
め
ぐ

っ
て

瀬

古

確

巻
十
五

は
五

・
十
四

・
十
七

・
十
八

・
二
十
の
巻
々
と
共

に
、
所

謂
假
字
書

中
心
の
巻

で
あ
り

、
前

半
に
は
遣
新
羅
使

の
歌

(
以
下
A
群
と
言
ふ
)
を
載
せ

後
半
に
は
中
臣
宅
守
と
狭
野
茅
上
娘
子
と
の
贈
答
歌

(
以
下
B
群
と
言

ふ
)
を

収
め
て
ゐ

る
。

こ
れ
は
単

に
こ
れ
ら
の
事
件
の
年
代
的

に
接
近
し

て
ゐ
る
た
め
で
あ
る
が

、

一
つ
に
は
芦
.の
性
質
の
家
郷
と
か
妻
を
偲
ぶ
と
言

ふ
相
聞
性

の
強

い
た
め
で
あ

る
事

は
既

に
迫
徹
朗
氏

(註

1
)

に
よ

っ
て
指
摘

せ
ら
れ
た
通
り
で
あ
る
。

高
木
市
之

助
博
士
は
叉
遣
新
羅
使

の
歌
に

「
新
羅

へ
」
と
志
向
す
る
積
樋
性

の
な
い
事

を
こ
の
歌
群
の
特
質
と
し
て
論
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
。

(
註

2
)

た
し
か

に
天
離
か
る
鄙

の
筑
紫
に
下

っ
て
ゐ
た
大
伴
旅
入
な
ど
よ
り
も
l
l

た
と

へ
旅
人

の
態
度
も
表
面
的

な
も

の
で
あ
っ
た
に
し
て
も

(
註
3
)
ー

使

節

達
の
官
人
と
し
て
の
自
覚
は
甚
だ
稀
薄

の
や
う
で
あ
る
。

し
か
も

そ
れ
は
当
時
の
官
人

一
般

の
事

で
あ
っ
た
事

は

、
行
幸
供
奉

の
作
の

多

い
雑
歌

に
も
通
じ
て
具
ら
れ
る
所
で
あ
・・ソ
、
芦
、の
旅
先

の
風
物

に
託
し
て

「

家

な
る
妹
」

に
思
を
駐

せ
た
り

、
海
人
庭
女

の
焼
く
塩
か
ら
も
直
ち
に
己
が
下

情

の
焼
く

る
思
を
歌
ひ
上
げ
ず

に
は
を
ら

れ
な
か
っ
た
事
は
筆
者
も

「
雑
歌
の

表
現
」
の
特
色
と
し

て
既

に
論
じ
た
所

で
あ
る
。

(註

4
)

雑
歌
が
挽
歌
と
共

に
公
的
な
も

の
で
あ
り

、
相
聞
歌

の
私
的
な
も

の
で
あ
る

の
を
思
ふ
時

、
雑
歌

に
私
的
な
感
懐

の
多
く
盛
ら
れ
て
ゐ
る
事
.は
不
思
議
と
も

思
は
れ
る
の
で
あ
る
が

、
供
奉
の
際

に
も
猶
私
情
を
述

べ
ず

に
は
を
ら
れ
な
か

っ
た
所
に

、
人
情

の
自
然
に
樟
す
和
歌

の
世
界
の
あ
り
方
を
示

し
て
ゐ
る
も

の

と
も
言

へ
る
で
あ
ら
う
。

そ
れ
は
兎
も
角
と
し
て

、
こ
こ
で
の
私

の
目
的
は
十
五
の
巻

の
用
字

の
傾
向

を
考
察
し
て

、
さ
き
に
調
査

し
た
巻
十
四
と
の

比
較

を
試

み

、
.出
来
れ
ば
A
歌

群

(
遣
新
羅
使

)
と
B
歌
群

(贈
答
歌
)
と
が
原
本

の
ま
ま
に
傳

へ
ら
れ
た
も

の
か
、
或

い
は
編
者

の
手
が
加
っ
て
紡

一
せ
ら
れ
た
も
の
か
を
も
推
察
す
る
よ

す
が
と
し
た

い
と
思

ふ
の
で
あ
る
。

二

 

巻
十
五
は
巻
十

四
と
共
に
假
字
書
を
主
と
し
て
を
り

、
漢
字

を
正
用
す
る
事

の
少

い
点
に
於

い
て
も
相
通
ず

る
も

の
が
あ
る
や
う
で
あ
る
。

巻
十
四
に
あ
っ
て
は
漢
字

を
正
用
す
る
場
合

に
も

原
則
と
し
て

一
字

の
も

の



が
多
く

、
し
か
も

そ
の
漢
字
も

一
音

に
訓
ま
れ
る
も

の
に
限
ら
れ
て
ゐ
る
事
i

…
中
に
は
地
名

と
覚
し
き
も

の
に
例
外
が
あ
る
ー

は
そ
の
著

し

い
特
色
と
言

ふ
べ
き
で
あ
る
。

(
註
6
)

巻
十
五
に
あ
っ
て
も

、
も

と
よ
り

秋
佐
良
婆

安

比
見
牟
毛
能
乎

奈
爾
之

可
母

奇
里
爾
多
都
倍
久

奈

気
伎
之
麻
左
牟

(
三
五
八

一
)

由
布
佐

礼
婆

比
具
良
之
伎
奈
久

伊
胡
麻
山

古
延
旦

曽
安
我
久
流

伊
毛
我
目
乎
保
里

(
三
五
八

九
)

之
保
麻
都
等

安
里
家
流
布
禰
乎

思
良
受
志
且

久
夜
之
久
妹
乎

和

可
礼
伎
爾
家
利

(
三
五
九

四
)

之
麻
思
久
母

比
等
利
安
里

宇
流

毛
能
爾
安

礼
也

之
麻
能
牟
漏
能
木

.波
㌧余
礼
戸
ユ
安
流
良
武

(
一二
六
〇

咽
)

安
乎
爾
余
志

奈
良
能
美
夜
古
爾

多
奈
批
家
流

安
麻
能
之
良
久
毛

量
礼
朽
安
可
奴
加
毛

(
三
六
〇
二
)

始
我
素
亘

和

可
礼
且
比
左
爾

奈
里
奴

礼
仔

比
登
比
母
伊
毛
乎

和

須
礼
旦
毛
倍
也

(
三
六
〇

四
)

な
ど
の
如
く

あ
る
字
に
限

っ
て
好

ん
で
漢
宇

の
正
用
を
採
用

し
て
ゐ
る
事
は
全

く
巻
十
四
の
傾
向
と
同
様
で
あ
る
。

従

っ
て
借
音
中

心
の
用
字

の
中
に
ぽ

つ
り
ぽ

つ
り

と
正
訓

の
も
の
が
散
ら
ば

っ
て
ゐ
る
か
ら
と
言

っ
て
、
直
ち

に
武
田
祐
吉
博
士

の
如
く
正
訓
中
心
の
用
字

の
も

の
を
借
音
中

心
の
用
字
に
書

き
換

へ
た
誰
拠
と
す
る
事
は
出
来
な
い
で
あ

ら
う
。

(
註
7
)

そ
れ
よ
り
も
た
と

へ
借
音
中

心
の
用
字
泣
の
.時
代

に
な
っ
て
も

、
あ
る
宇

に

、限

リニ

償

習
的

に
そ
の
正
用

を
留
め

て
ゐ
る
も

の
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
の

事
は
木

と
か
山
と
か
妹
と
か
君
と
か
界
と
か
秋
と
か
風
と
か
月
と
か
が
好
ん
で

何
度
も
用
ゐ
ら
れ

て
ゐ

る
の
に
よ

っ
て
も
之
を
知
り
う

る
で
あ
ら
う
。
猶

「
安

我
」
(
三
五
八
〇
)
「和

我
」
(三

五
八
六
)
「楊
疑
」
(三
六
〇
三
)
「
河
泊
」
(
三

六

〇

五
)
「左
指
」
(三
六

二
七
)
等

の
所
謂
見
せ
消
ち
的
な
用
法
も
巻
十
四
と
同

じ

く

こ
の
巻

に
も
採
用
せ
ら
れ
て
を
り

、
こ
の
事
の
た
め
に
巻
十
四

の
書
き
換

へ
ら

れ
た
と
す
る
説

の
成
立
ち

え
な
い
事

を
物
語
る
が
如
く

で
あ
る
。

而

し
て
巻
十
五
に
も

和
可
礼
奈
婆

宇
良
我
奈
之
家

武

安
我
許
呂
母

之
多
爾
乎
伎
麻
勢

多
太
爾
安
布
麻
耳
爾

(
三
五
八
四
)

和
伎
母
故
我

之
多
爾
毛
伎
余
等

於
久
理
多
流

許
呂
母
能
比
毛
乎

安

礼
等
可
米
也
母

(
三
五
八
五
)

奴
波
多
麻
能

欲
波
安
気
奴
良
之

多
麻
能
宇
良
爾

安
佐
里
須
流
多
豆

奈
伎
和
多
流
奈
里

(
三
丑
九
八
)

己
能
許
呂
波

古
非
都
追
母
安

良
牟

多
麻
久
之
気

安
気
耳
乎

知
欲
利

須
辮
奈
可
流
倍
思

(
三
七

二
六
)

知
里
比
治
能

可
受
爾
母
安
良
奴

和
礼
由
恵
爾

於
毛
比
和
夫
良
牟

伊
母
我
可
奈
思
佐

(
三
七

二
七
)

な
ど
の
如
く

↓
字

一
音

式
の
借
音
の
み
よ
り
成
る
も

の
の
少
く

な
い
事
も

、
全

く
巻
十
四
と
同
様
で
あ
る
が

、
漢
宇

の
正
用

に

つ
い
て
は

、

一
字

の
も

の
の
み

で
な
く

、
二
字
以
上
の
も

の
も
幾
ら
か
用
ゐ
ら
れ

て
ゐ
る
所

に
巻
十
四
と
比

べ

て
こ
の
巻

の
特
質
が
あ
る
や
う
で
あ
る
。

即
ち
A
群
(
遣
新
羅
使

の
歌
)
に
あ

っ
て
は

浦

(三
五
七
八
)
江

(
三
五

七
八

。
三
六
五
四
)
羽

(
三
五
七
八
)
目
(
三
五
八

七

.
三
五
八
九
)
妹
(
三
五
九

一
・
三
五
九
二

・
三
六
〇
四

・
三
六

『
五
)
月



三

五
九
九

・
三
六
九
八

・
三
六
五
一

・
三
六
六
三

・
三
六
二

三

・
三

六

.

二
二
)
木

(
三
六
〇
〇
)
日
(
三
六
〇
五

・
三
六
七
〇

・
三
六
八
三

・
三
六
五

五
)
秋
(
三
五
八
一

。
三
六

一
九
)
尾
(
三
六

二
五
)
名
(
三
六
三
八
)
火
(
三
六

四
八

・
三
六
六
九
)
君
(
三
五
八
〇

・
三
五
八

二

・
三
六
八
八

・
三
六
九
〇

・
三
六
力

一
・
三
六
九
三

・
三
七
〇
五
)
山
(
三
五
八
九

・
三
五
九
〇

・
三

六
二
三

・
三
六
八
〇

・
三
六
八

七

・
三
七

ニ
ニ

・
三
七

一
六

・
三
六
九
九

三
六
九
七

・
三
六
九
三
)
夜

(三
五
九

二
)
風

(
三
五
九
ご

・
三

六

四

六

)

津
(
三
五
九
三

・
三
六
二
七
)
門
(
三
六
〇
八

・
三
六
三
八
)
手
(
三
六
二
七

)
辺
(
三
六
四
〇
)野

(三
六
七
八

・
三
六
八
力
)
国
(
三
六
八
八
)
花

(三
六
九

一
)
葉
(
三
七
〇
〇
)
袖

(三
七

一
一
)

等

の

一
字

の
漢
字
が
用
ゐ
ら
れ
て
を
り

、
中

で
も
「
見
」
は
最
も
多
く
三
十
三
回

(
中
に
は
三
六
三
五
の
如
く
短
歌

に
二
度
も
使
用

さ
れ

て
ゐ

る
も

の
も
あ
る
)
も

用
ゐ
ら

れ
て
ゐ
る
の
が
臭
ら

れ
る

の
で
あ
る
。

而
し

て
そ

の
中
に
は

一
音

に
訓
ま
る
べ
き
も

の
は
も
と
よ
り

、
二
音

に
訓
ぜ

ら
れ
る
も

の
も
幾

つ
も
用
ゐ
ら
れ

て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
し
か
も

そ
こ
に
は
又

渚
鳥

(
三
五
七
八
)
船
人
(
三
六
二
七
)
月
人
(
三
七

一
一
)
鳴
蝉
(
三
六

一
七
)

大
船
(
三
六
三

二

。
三
五
七
力

・
三
五
八

二
)
海
辺
(
三
五
八
〇
)
秋
夜
(
三

六
八
四
)
異
情
(
三
五
八
八
)
大
伴
(
三
五
九
三
)
忌
忌
(
三
六
〇
三
)
野
島
(
三

六
〇
六
)
風
早

(
三
六

一
五
)
山
河
(
三
六

一
力
)
秋
野
(
三
六
七
七
)
秋
夜
(
三

六
八
四
)
秋
風
(
三
五
八
六
)海

原
(三
五
九
二
)
船
出
(
三

五
九
九
)
種
蒔
(
三

六
〇
三
)
白
玉
(
三
六

一
四
)
山
辺
(
三
六
七
四
)

等

の
如
く

二
字
の
漢
字

を
多
く
用
ゐ

て
を
り

、
こ
の
点
巻
十

四
の
漢
字

の
正
用

と
は
著
し
く
対
比
的

で
あ
る
。

巻
十
四
が
漢
字

を
正
用
し

て
も

一
字

に
限
り

、
し
か
も

一
音

の
も

の
の
み
を

多
く
用
ゐ
て
ゐ

る
の
は

、
そ
の
慣
用

に
出
で
た
の
は
も
と
よ
り
と
し

て
、

方

に
は
東
国

の
討
音

を
正
確
に
表
記
し
よ
う
と
し
た
筆
録
者

の
心
用
意
に
よ

る
も

の
と
考

へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
も

A
群

に
は

二
字
の
も

の
の
幾

つ
も
見
出

だ
き
れ
る
ば
か
り

で
な
く
、

(
上
略
)和

多
都
美
能

於
枳
徹
乎
貝
礼
婆

伊
射
里
須
流

安
麻
能
乎
等

女
波

小
船
乗

都
良
良
爾
宇
家
里
…
・:
(
三
六
二
七
)

の
如
く
三
字
も
続

け
て
正
用
す
る
も

の
も
一

例
で
は
あ
る
が
見
受
け
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

転
じ

て
B
群
(贈
答
歌
)
の
漢
字
の
正
用

の
場
合
を
見
る
に
、
茅
上
娘
子
の
歌

に
は

道
(
三
七
二
四
)
火
(
三
七
二
四
)
舅
(
三
七
二
五

・
三
七
六
九
)
田
(
三
七
四

六
)
日
(三
七
五

二

●
一ご
七
五
一二
)
…野
(一二
七
七
〇
)

等

の

噌
字

の
漢
字
が
多
く
、
特

に

君
(
三
七
七

二

。
三
七
七
三

・
三
七

二
三

・
三
七
二
四

・
三
七
五
ご

・
三

七
六
八

。
一二
七
六
九

・
三
七
七
〇

・
一二
.九
九

一
)

な
る
文
字

が
愛
用
せ
ら
れ

て
を
り

、
中
に
は
仮
字
書

の
中
に
ぽ

つ
り
と

一
字

だ

け
「君
」
を
正
用
す
る
事

に
よ

っ
て
、
巧
ま
ず

し

て
こ
こ
に

ア
ク

セ
ン
ト
を
打

っ

た
や
う
な
強
調

の
効
果
を
発
揮

し
え
て
ゐ
る
も

の
も
あ
る
の
で
あ
る
。
而
し

て

和
我
屋
度
能

麻
都
能
葉
鼻
都
都

安

礼
麻
多
無

波
夜
可
反
里
麻
世

古
非
之
奈
奴
刀
爾
(
三
七
四
七
)

宮
人
能

夜
須
伊
毛
禰
受
旦

家
布
家
布
等

麻
都
良
武
毛
能
乎

美
要

奴
君
可
母

(
三
七
七

一
)

な
ど

の
如
く
二
、字
熟

し
て
用
ゐ

て
ゐ

る
も

の
も
、
わ
つ
か

に
見
受
け
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
た
だ
し
前
者
は
た
ま
た
ま
「
葉
」
と
「見
」
と
が
続

い
た
だ
け
の
事
で
あ



る

の
を
思

へ
ば
、
娘
子
の
歌
に
は
漢
字
を
正
用
し
て
も
殆
ん
ど

一
字

の
も

の
に

限
ら
れ
て
を
り

、
二
字
熟

し
て
用
ゐ
る
場
合
は
少

な
か
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ

る
。之

に
反
し

て
宅
守
の
歌

に
は

山
(
三
七
三
四

.
三
七
六

二
)
名
(
三
七
三
〇
)
目

(三
七
三
一

)
日
(
三
七

四

二
)
見
(
三
七
三
八

・
三
七
五
六

・
三
七
七
六

・
三
七
七
九
)
恋
(
三
七
四

三
)

等

の

一
字

の
も

の
の
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
る
ば
か
り

で
な
く

、

.

山
道
(
三
七
二
八
)
其

日
(
三
七
四
こ
)
過
所

(三
七
五
四
)

の
如
く

二
字

の
も

の
も
見
ら
れ

、
中
に
は

佐
須
太
気
能

大
宮
人
者

伊

麻
毛
可
母

比
等
奈

夫
理
能
未

許
能
美

多
流
良
武

(
三
七

五
八
)

家

布
毛
可
母

美
也
故
奈

里
世

婆

鼻
麻
久
保
里

爾
之
能
御
馬
屋
乃

刀
爾
多
昆
良
麻
之
(
三
七
七
六
)

な
ど
の
如
く
、
三
字

の
も

の
も
見
ら
れ
、
更

に

一
首

で
は
あ
る
け
れ
ど
も

等
保
久
安
礼
婆

一
日

一
夜
毛

於

母
波
受
且

安
流
良
牟
母
能
等

於

毛
保
之
売
須
奈

(
三
七
三
六
)

の
如

く
四
字
連
続
し

て
漢
字

を
正
用
し

て
ゐ
る
も

の
さ

へ
あ
つ
て
、
遣
新
羅
使

の
歌
群

は
も
と
よ
り

、
茅

上
娘
子

の
歌
と
も

漢
字

の
正
用

の
上
で
著

し
く
対
礁

的

と
言

ふ
べ
き
で
あ
る
。

ヨ

 

転
じ

て
漢
字
の
仮

用
の
方
面

を
見

る
に
、
こ
こ
に
も
遣
新
羅
使
の
歌

(
A
群
)

と
贈
答
歌
(
B
群
)
と
の
間

に
は
か
な
り

の
相
違
が
見
ら
れ
る
や
う

で
あ
る
。

先
づ

「
字

つ

つ
の
仮
字
に

つ
い
て
も

巻

中

A

群

特

有

の

も

の
と
し

て
は

(
註
8
)

枳
(
キ

.
三
六
二
七
、
三
六
五
四
)
疑
(
ギ

・
三
六
二
七
、
三
六
八
八
、
三

六
八

一
、
三
六
七
七
他
七
例
)
宜

(
ギ

・
三
六
六
五
)
口
(
ク

・
三
六
力
四
)

畷
(
ゲ

。
三
六
一

二
、
三
六
四
〇

、
三
六
七
六
)
計

(
ケ

・
三
七
〇
〇
)
孤

(

コ
・
三
六
〇
八

、
三
六
九
〇
、
三
六
五

二
)
巨
(
コ
・
三
六
三
八
)
草
(
サ

・

三
六
右
四
、
三
六
七
八
)
師

(
シ

.
三
六
七
七
、
三
六
三

一
)
指
(
シ

・
三
六

二
七
)
詞
(
シ

.
三
六
二
七
)
畿

(
ジ

・
三
七
〇
八
)
頭

(
ズ

・
三
六
三
八

、
三

六
二
六
)
是

(
ゼ

・
三
六

蝋
六
、
三
六
七
三
、
三
六
六
六
他
三
例
)
素
(
ソ

.
三

六
六

一
、
三
六
六
〇

、
三
六
〇
四
他

二
例
)
但
(
デ

・
三
七
〇

四
、
三

七
〇

四
)
天
(
テ

・
三
六
三
二
、
三
六

一

一
、
三
五
九
五
、
三
六
二
七
)
而

(
テ

・
三
五
八
三
、
三
五
九
三
)
柔
(
二
・
三
六
二
七
)
濃
(
ヌ

・
三
六
六
一

)

伐
(
バ

・
三
五
八

三
)
伴
(
ハ
。
三
六
四
五

、
三
五
八
三
)
批

(
ヒ

・
三
六
三

六

、
三
六
三
七
、
三

六
六
九

、
他

二
〇
例
)
悲
(
ヒ

・
三
六
力
○

、
三
六
五

ご
、
三
六
〇
八

、
三
六
四

一
、
三
六
二
〇
)
備
(
ビ

・
三
六
こ
七

、
三
六
ご

七
、
三
六
一
二

、
三
六

二
三
)
弥

(
ミ

・
三
五
力
六
、
三

六
七
六
)
面

(
メ

・

三
六
二
七
)
文

(
モ

・
三
六
五

一
)
蒙
(
モ

・
三
六
八
八
)
問
(
モ

・
三
六
六
五

)
坦
初
(
ヤ

●
一二
六
〇
一二
)
遊
(
ユ

．
一二
七

哨
○
)
湯
…(
ユ

●
三
六
〇
一二
)羅

(
ラ

●

三
六
九
六
)
留
(
ル

・
三
六
八

五
、
三
六

ご
七
、
三
六
八

七
、
他

二
例
)
類

(
ル

・
三
六
二
六
)
漏
(
ロ
・
三
六
〇

一
、
ご
一六
〇
〇
)

等

の
四
十
字

近
く
も
挙
げ
る
事

が
出
来
る
の
に
反
し

て
、
巻
中
B
群
独
得

の
仮

字

と
し
て
は
わ
つ
か
に

那
(
ナ

・
三
七
八

一
)
難
(
ナ

・
三
七
八

一
)
努
(
ノ

・
三
七
六
六
)
屋
(
ヤ

・

三
七
四
七
、
三

七
七
六
)



な
ど
の
三

・
四
字
に
過
ぎ

な
い
の
は
著

し
く
対
比
的
と
言
ふ
べ
き
で
あ
る
。

も

と
よ
り
A
群

の
歌

は
B
群

の
三
倍
位
を
数

へ
う
る

に
し

て
も

、
こ
の
開
き

は
注
目

せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。
し
か
も
B
群
独
得

の
仮
字
は
凡

て

宅
守

の
歌

に
集
中
し

て
を
り

、
娘
子

の
歌

に
は

一
字
も
之

を
見
出
だ
し
え
な
い

の
で
あ
る
。

こ
れ
ら

の
事
穿
は
A
B
両
群

の
歌
が
共

に

一
人

の
編
者

の
手

に
成
る
と
言

ふ

よ
り

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
群

を
そ
の
原
本

の
面
影

を
残
し
な
が
ら
、
そ

の
相
聞

性

の
故

に

噌
巻

に
集
録
し
た
も

の
と
貝
る
べ
き
も

の
の
如
く
で
あ
る
。

更
に
私

は
巻
五
(
註

9
)
と
か
巻
十
四
(
註
10
)
と
か
で
試

み
た
と
同
じ
や
う

に

一
語
を
表
記
す
る
の
に
、
如
何
な
る
仮
字

を
組
合
は
せ
て
ゐ
る
か
と
言

っ
た
方

面
か
ら
考
察
を
加

へ
て
み
た

い
と
思

ふ
の
で
あ
る
。

先
づ

A
群
と
B
群

と
に
共
通

の
仮
字

の
組
合

は
せ
の
も

の
と
し

て
は

時

(
ト

キ
)
を
表
記
す
る
の
に
、
A
群
で
は

等
伎
(
三
六
六
三
、
三
六
八
八
、
三
七
〇

一
、
三
七

噌
三
)
等
吉

(三
六
七
九
)

を
以

て
し

て
を
り

、
登
伎
(
巻
十
四
、
十
八

、
二
十
)
と
か
登
吉

(巻
十

四
、
十

七
)
登
岐
(
巻
十
七
)
登
枳

(
巻
十
八
)
な
ど
は
そ
の
例
が
な
い
の
で
あ
る
が

、
B

群

に
あ
っ
て
も

等
伎
(
三
七
四
九
、
三
七
七
〇

、
三
七
七
四
、
三
七
八
四

、
三
七
八

二
)

等

吉
(
三
七
八

一
)

を
用
ゐ

て
ゐ
る
点

は
全
く
同
様
で
あ
る
。
但
し
A
群
に
は
漢
宇

の

正

用

の

時

(
三
五
九

「
、
三
六
〇
〇
)
の
用
ゐ
ら

れ
て
ゐ
る
の
に
、
B
群
に
は

之
を
見
出

だ
し

え
な
い
の
で
あ
る
。
或

い
は
君
(
キ
ミ
)
を
表
す

に
は
A
群

に
・
・

伎

美

(
三
五
七
八

、
三
五
八
七

、
三
六
〇
三

、
三
六
五
六
、
三
六
八

二
、

三
六
八
三

、
三
六
八
九

、
三
六
九
二
、
三
六
力
四
)
、

と
し
て
ゐ
る
の
に
、
B
群
で
も
同
じ
く

伎
美

(三
七
四
九
、
三
七
五
〇

、
三
七
七
七
)

を
用
ゐ

て
ゐ
る
・
猶
漢
字

の
正
用
「
君
」
は
巻
五

・
巻
十
四
に
は

一
ρ
も
そ

の
用

例
が

な
い
の
に
、
巻
十

到
に
あ

つ
て
は

A
群
B
群
共

に
用

ゐ
ら
れ
て
ゐ
る
。
し

か
も

A
群

に
あ
っ
て
は
七
例

中
二
例
は
作
者
不
明

の
女

の
作
に
見

ら
れ
る
の
で

あ
り

、
B
群
は
壷
く
茅
上
郎
女
に
よ

っ
て
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
る
。

B
群

に
あ
っ
て
の
「
伎
美
」
は
凡
て
仮
字
書
の
中

に
用

ゐ
ら
れ
て

ゐ

る

の

で

あ
る
が
、
「君
」
と
し

て
正
用

せ
ら
れ
た
も

の
の
中

安

之
比
奇
能

夜
麻
治

古
延
牟
等

須
流
測
乎

許
許
呂
爾
毛
知
豆

夜

須
家

久
母
奈
之
(
三
七

二
三
)

、

己
能
許
呂
波

黎

於
毛
布
等

須
徹
毛
奈
伎

古
非
能
未
之
都
都

禰
.

能
未
之

曽
奈
久
(
三
七
六
八
)

荊
我
牟
多

由
可
麻
之
毛
能
乎

於
奈
自
許
等

於
久
礼
且
乎
礼
仔

與

伎
許
等
毛
奈

之
(
三
七
七
三
)

な
ど
の
如
く

、
他
は
霊
く
仮
用
せ
ら
れ
て
ゐ
る

の
に
、
こ
の

一
字

の
み
正
用
せ

ら
れ

て
ゐ
る
も

の
は
、
こ
こ
に
ア
ク

セ
ン
ト
を
打

っ
た
や
う

な
効
果
を
発
揮

し

て
を
り
、
作
者

の
思

ひ
の
こ
こ
に
集
中
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
を
見
逃
し
え
な
い
の

で
あ
る
。

而

し

て
伎
鼻
(
巻
十
八
)
伎
弥

(
巻
五

・
十
四

・
十
七

・
二
十
)
吉
美
(
巻
四

.

五

・
十
七

・
十
八

・
十
九

・
二
十
)
吉
民
(
巻
五
、
十
七

、
十
八
)
枳
美
(
巻
五
)

岐

美
(
巻
五
)
な
ど

の
仮
用
は
A
群
B
群
共

に
之
を
用
ゐ
ず

、

正

用

に
あ

っ
て

も

「
君
」
の
み
用
ゐ

て
「
公
」
(
巻

ご
、
三
、
四

、
六
、
七
、
八

、
九

、
十

、
十

一

十

二

、
十
三

、
十
六

、
十
九
)
を
用
ゐ

て
ゐ
な
い
点
に
お

い
て
も
相

通
ず

る
も

の
が
あ
る
。



或

い
は
乍
(
ツ
ツ
)
に

つ
い
て
之
を
見

る
も

、
A
群
B
群
共

に
「都
追
」
と
「
都

都
」
と
を
共

に
用
ゐ

、
「乍
」
(
巻

同
、
二
、
三

、
四
、
五
、
六

、
七
、
八

ハ
九

、

十

、
十

一
、
十

二
、
十
三

、
十
六
)
は
も

と
よ
り

、
「
追
都
」
(
巻
十

七
)
「
追
通
」

(
巻
十

八
)
「
通
都
」
(
巻
三
)
「都

々
」
(
巻
五

、
十

七

、
二
十
)
「
通
都
」
(巻

三
)
と
か

「
管

」
(
巻

一
、
二
、
三

、
四

、
六
、
七

、
八

、
力

、
十

、
十

一
、
十

二

、
十
三

十
六

、
十
九
)
「筒
」
(
巻
十

、
十

「
)
「
喚
鶏

」
(
巻
八

、
十
三
)
な
ど
は

、
共

に
之

を

鱒
つ
も
用
ゐ

て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
。

更

に

『
字

の
場
合
で
は
あ
る
け

れ
ど
も

、
正

用
の
見

(
ミ

・
A
群

三
十
三

例

B
群

七
例
)
を
好
ん
で
用
ゐ

て
、
仮

用
の

「美
」
(
ミ

・
A
群
三

例
B
群

「
例
)
を

あ
ま
り
用
ゐ

て
ゐ
な
い
所
も
共
通
す
る
用
字

の
傾
向
と
見

る
べ
き
で
あ
る
。

四

転
じ

て
A
群
と
B
群

の
仮
字

の
組
合
は
せ
の
異

る
も

の
を
見

る
と

、
例

へ
ば

京

(
ミ
ヤ

コ
)
を
表
す
も

の
と
し
て
A
群
に
あ
っ
て
は

美
夜
古
(
三
六
七
五
)

■

美
也
故
(
三
六
八

七
)

の
こ
種
類
が
見
受
け
ら
れ
る

の
に

、
B
群

で
は

美
也
故
(
三
七
七
六
)

の
み
で
あ
り

、
A
群

に
目
ハら
れ
る
正
用
の
京
師
(
三
六
力
九
)も

B
群

に
は
用
ゐ

ら
れ
な

い
の
で
あ
る
。

而
し

て
仮

用
の
美
夜
故
(
巻
五
)
弥
夜
古
(
巻
五
)
美
也
古
(巻
五

、
二
十
)
と
正

用

の
京
(
巻

「
、
三

、
六

、
七

、
九

、
十

、
十
二

、
十
力
)
と
は
A
群
B
群
亡
も

に
之
を

一
度
も

用
ゐ
る
事
が

な
い
の
で
あ
る
。

又

一
夜
(
ヒ
ト

ヨ
)
を
表
す

の
に
A
群
で
は

'

比
等
欲

(三
六
五
七
)

比
登
欲

(三

六
四
七
)

な
ど

の
用
例
が
あ
る
の
に
、
B
群

で
は
前

者
(
三
八
三
八
)
の

一
例

の
み
で
あ
る

が

、
正
用
の

楢
夜
(
三
七
三
六
)
の
あ
る
事
は
A
群

と
対
比
的
と
言

ふ
べ
き
で
あ

る
。「

日
(
ヒ
ト
ヒ
)
は
又
A
群

の
方

に

比
啓
瀕比

(三
六
〇
四
)

と
し

て
用
ゐ
ら
れ

て
ゐ
る
の
に
、
B
群
に
は
正
用

の

↓
日

を

ご

度

(三
七
三

六
、
三
七
五
六
)
も
用
ゐ
て
を
り

、
そ
の
中

の

↓
度

は

等
保
久
安
礼
婆

戯
日

一
夜
毛

於
母
波

受
且

安
流
良
牟
母
能
等

於

毛
保
之
売
須
奈
(
三
七
三
六
)

な
ど
の
如
く
、
コ

日

「
夜
」
と
四
字
も
連
続
し
て
漢
字

の
正
用
に
頼
り

、
A
群

B
群

中
に
あ
っ
て
も
最
も
特
色

あ
る
用
法
と
し
て
注
目
せ
ら

る
べ
き
も

の
で
あ

る
o「

一
日

「
夜
」
は
甚
だ
簡
単

な
漢
字
で
あ
っ
て
、
如
何
に
仮
用

の
盛

な
時
代
に

あ

つ
て
も

、
猶
簡
単
な
漢
字
は
慣
習
的
に
と
か
く
そ
の
正
用
に
頼
ら
ず

に
は
を

ら
れ
な
か

っ
た
事
を
物
語

る
と
共
に
、

一
見
し

て
こ
こ
に
重
点

の
あ
る
事

を
示

す
役
目
を
も
果
し

て
ゐ
る
も

の
と
考

へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
而
し

て
コ

日
」
は

又
こ
の
巻

の
他

、
巻

二
、
三

、
四

、
六
、
八

、
十
、
十

一
、
十

二
、
十
八

な
ど

に
、

一
・
二
例
つ

つ
用
ゐ
ら
れ

て
ゐ
る
。

或

い
は
「
野
干
玉
」
(
ヌ
バ
タ

マ
)
を
表
す
も

の
と
し

て
、
A
群
で
は

奴
婆
多
末

(
三
六
四
七
)

奴
婆
多
麻
(
三
六
七

一
、
三
七

一二

)

奴
波
多
麻
(
三
五
九
六
、
三
六
五

朔
)



な
ど

の
用
例

が
あ
る
の
に
、
B
群

で
は

奴
婆
多
麻

(
三
七
三

二
、
三
七
三
八
、
三
七
六
力
)

に
集
中
し

て
を
り

、
奴
婆
玉
(
巻
十
八
、
二
十
)
奴
婆
珠
(
巻

二
)
は
も
と
よ
り

、

夜
干
玉
(
巻
四

、
七
、
八
、
十

↓
、
十

二
、
十
力
)
鳥
玉
(
巻

二
、

六

、

七

、

九

、
十

、
十

一
、
十

二
、
十
三

、
十
六
)
野
干
玉

(巻
三

、
四
、
十
、
十

二
、
十

三
)
鳥
.珠
(
巻
三
、
十
)
黒
玉
(
巻
七

、
九
、
十

一
、
十

二
、
十
三
)
な

ど
は
共
に

之
を
用
ゐ
る
事
が

な
い
の
で
あ
る
。

或

い
は
今
日
(
ケ

フ
)
を
表
す

の
に
、
A
群

で
は

家
布
(
三
五
八
七
)

計
布
(
三
七
〇
〇
)

を
用

ゐ
、
B
群
で
は

家
布

(三
七

四
七

、
三
七
七
六
)

に
片
寄

っ
て
ゐ
る
の
が
見
ろ
れ
る
の
で
あ
る
。
而

し
て
正

用

の

「今

甘
」
(三
六

八
八
)
は

A
群

に
の
み
貝

受
け
ら
れ

て
、
B
群

に
は
之
を
見
出
だ
し
え

な

い
の

で
あ
る
。

或
い
は
思
(
オ
モ
ヒ
)
を
表
す
の
に
A
群

で
は

於
毛
比
(
三
五
八

六
、
三
六

二
七
、
三

六
三

一
、
三
六
六
五

、
三
六

七

八

、
三
六
八

「
、
三
六
八
三

、
三
六
九

楢
)

於
母

比
ハ
三
六
八

六
)

を
用
ゐ

て
ゐ
る
の
に
、
B
群

に
あ

っ
て
は

於

毛
比

(
三
七
二
七

、
三
七

二
力

、
三
七
四
五

、
三
七
六
六
、
三
七
七

二

、
三
七
五
三
)

の
み
を
用

ゐ
、
正

用

の
「思
」
(
巻

一
、
二
、
三

、
四
、
五
、
六
、
九
、
十

、
十

蝋
、
十

二
、
十
三

、
十
六
、
十
七

、
十
九
)
と
か
「
憶
」
(
巻

二
、
.三

、
四

、
六

、

七
、
八
、
九
、
十
、
十

一
、
十

二
、
十
三
、
十
七
)
な
ど
は
共

に
用
ゐ
る

所

が

な
い
の
で
あ
る
。

又
恋

(
コ
ヒ
)
を
表
す

の
に
A
群
に
あ
っ
て
は

古
非

(三

六
六
八
、
三
六
六
力

、
三
六
七
〇

、
三
六
八

三
、
三
七

一
八
)

故

非

(
三
六
〇
三
、
三

六
三
.一
、
三
六
三
三

、
三
六
六
〇

、
三
六
七
四
、

三
七
二

一
)

な
ど
を
用

ゐ
て
ゐ
る
ば
か
り
で

な
く
、

孤

悲
(三
六
〇
八
、
三
山ハ
九
〇
)

・

の
如
き
特

殊
な
用
法
も

亦
貝
受

け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

然
る
に
B
群

に
あ

っ
て
は

古

非

(
三
七

二
六
、
三
七
三
九

、
三
七
四
二
、
三
七
四
七
、
三
七
四
八
、

三
七
五
二
、
三
七
八
〇
)

に
重
点
が
あ
り

、

故
非

(三
七
三
九
)

は
わ
ず
か
に
用
ゐ
ら

れ
ゐ
る
の
で
あ
る
が

、
「
恋
」
(
三
七
四
三
)
の
正
用
も

一
度

で
は
あ
る
け
れ
ど
も
堤
受
け
ら
れ
て
、
こ
こ
に
も

A
群
と
B
群

と
の
用
字
上
の

相
違
を
著
し
く
示

し
て
ゐ
る
も

の
と
言

ふ
べ
き
で
あ
る
。

孤

悲
の
巻

一
、
二
、
四
、
力
な
ど
に
は
各

々
わ
つ
か

↓
例

の
み
で
あ
る
の
に

巻
十
四
(
三
五
〇
五
)
を
は
じ
め
、
巻

十
五
と
か
、

巻

十
七
(
三
九
三
五
、
三
力

三
六
、
三
九
七
七
、
四
〇
〇
八
、
四
〇

一
一
、
四
〇

一
五
)
の
如

き
仮
字
書

の

巻
に
至

っ
て
俄
か
に
増
加
し

て
ゐ
る
事
は

、
漢
字
本
来

の
効
用
を
純
然

た
る
仮

字
表
記
に
於

い
て
さ

へ
発
揮
せ
ず

に
は
を
ら
れ
な
か
っ
た
そ
の
昔
の
文
人

の
意

字
と
し
て
の
漢
字

へ
の
郷
愁
を
物
語
る
も

の
と
も

言

へ
る
で
あ
ら
う
。
(註

11
)

而

し
て
他
巻

に
見
え
る
故
飛
(
巻
五
)
と
か
古
比
(
巻

二
十
)
の
用

ゐ
ら
れ
な
い
の



は
A
群

B
群

乏
も

に
同
様

で
あ
る
。

或

い
は
「
帰
」
(
カ

ヘ
リ
)
を
表
す

の
に
A
群
で
は

可
徹
里
(
三
六
三
六
、
三
六
八

一
、
三
六
八
八

、
三
七
〇
二
)

の
み
で
あ
る
の
に
、
B
群

で
は

可
徹
…里
(
三
七
七

二
)

よ
り
も可

反
里
(
三
七
四
七
、
三
七
四
八
、
三
七
七
〇
、
三
七
七

四
)

に
傾

き
、
仮
用
の
可
徹
利
(
巻
十
八
)
可
徹

理
(
巻
十
九
、
二
十
)
可
弊
里
(巻
十

七
)
可
弊
利
(
巻
五
)
可
閉
利
(
巻

二
十
)
加
倍
理
(
巻

二
十
)
加
弊
里
(
巻

二
十
)
等

と
か
正
用

の
帰
(巻

五
、
九

、
十
三
)
還
(巻

一
、
四
、
六
、
七

、
八

、

九
、
ナ

一
、
十

二
、
十
三
、
・十
六

、
十
力

、
二
十
)
等
は
共

に
之
を
用

ゐ
る
事
が

な

い

の
で
あ
る
。

更

に
袖
(
ソ
デ
)
も

A
群

で
は

素
旦
(
三
六
〇
四
、
三
六

二
七
)

蘇
耳
蒼
二
六
二
五
)

な
ど

の
如
く

二
様

の
用
法
が
舅
ら
れ
る
の
に
、
B
群
の
方

に
は

蘇
且
(
三
七

二
五
)

と

の
み
用
ゐ
ら
れ
て
、
A
群

に
見
ら
れ
る
正
用
の

「
袖
」
(
三
七

一
一
)
も
之
を

見
出
だ
す
事
は
出
来

な
い
の
で
あ
る
。

猶

「
袖

」
を

表
す
の

に
巻
十

四
に
は
「素
氏
ご
(
三
三
七
九
)
「
蘇
提
」
(
三
三
八

九
)
「
素
低
」
(
三
四
〇

二
、
三
四
四
力
)
な
ど
の
用
法

が
見
ら
れ
、
巻

二
十

に
は

「
蘇
田
」
(
四
三
三

一
)
と
か
「蘇
垂
」
(
四
四
〇
八
、
四
四
二
三
)
と
か
が
見
ら
れ
・

巻

十
七
(
三
力
七
三
)
と
か
巻
十
八
(
四
〇

五
五
、
四

↓
一
↓
、
四

一
二
五
)
と
か

に
は
「
蘇
泥
」
の
用
ゐ
ら
れ

て
ゐ
る
の
に
よ

っ
て
も

、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
者
と
か
編

者
と
か
の
用
字

の
好

み
を
反
映

し
て
ゐ
る
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

猶
正
用
の
「袖
」
は
こ
の
巻
め
他
巻

噛
(
二
例
)
巻

二
(
八
例
)
巻
三
(
三
例
)
巻
四

六
例
)
巻
五

(
一
例
)
巻
六
(
三
例
)
巻
七
(
八
例
)
巻
八
(
三
例
)
巻
力
(
一
例
)
巻

十

(
十
三
例
)
巻
十

↓
(
十
四
例
)
巻
十

二
(
十
四
例
)
巻
十
三
(
二
例
)
巻
十
六
(
二
例
)

巻
十
九
(
四
例
)
の
如
く
用

ゐ
ら

れ
て
ゐ
る
け
れ
ど
も

、
巻

十
四
と
か
十
七
、
十

八

、
二
十

な
ど

に
は
共

に
用
ゐ
ら
れ
る
事
が
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

叉
心
(
コ
コ

ロ
)
を
表
す

の
に
、
A
群

の
方
で
は

「巳
許
星
]
(三
六
-二
七
)

許
己
呂

(三
六

ご
七
、
三

六
三
九
)

を
以

て
し
て
ゐ
る
の
に
、
B
群

の
方
で
は

許

己
呂
(
三
七
五
七

、
三
七
六
四
、
三
七
七
五
、
三
七
八
四
、
三
七
八
五
〉

許
許

呂
(
三
七

二
三
)

を
以

て
し

、
A
群

で
は
正
用
の
情
(
三
五

八
八
)
を
も
用

ゐ
て
ゐ
る
の
に
、
B
群

に
あ
つ
て
は
之
を
用

ゐ
る
事
が
な
い
の
で
あ
る
。

而
し

て
仮
用

の

己
巳
呂
(
巻

二
十

。
四
三
五
四
)
は
も
と
よ
り

、
正
用

の
心
(
巻

一
、
二
、
三
、
四
、
五

、
七

八
、
九

、
十
、
十

一
、
十

二
、
十
三

、
十
六
、
十
七

、
十
八
、
十
九
)
と

か
意

(巻

四
、
七

、
八

、
力

、
十
、
十

一
、
十

二
)
と
か
神
(
十

、
十
二
)
な
ど
は
共

に

一
例
も
見
出
だ
し
え
な
い
の
で
あ
る
。
「情
」
は

又

こ
の
巻

の
他

、
巻

固
(
四
例

)
巻
二
(
五
例
)
巻
三
(八
例
)
巻
四
(
二
十
四
例
)
巻
六
(
三
例
)
巻
七

(
七
例
)
巻
八

(
六
例
)
巻
九
(
三
例
)
巻
十
(
六
例
)
巻
十

一
(
七
例
)
巻
十
二
(
十
例
)
巻
十
三

(
六

例
)
巻
十
六
(
ご
例
)
巻
十
七
(
六
例
)
巻
十
力
(
十

一
例
)
巻

二
十

(
二
例
)
の
如

き
・

巻

々
に
は
多
く
用

ゐ
ら
れ

て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

猶
妹
(
イ
モ
)
を
表
す

の
に
は
A
群
B
群
共

に
伊
母
(
A
群
六
例
B
群
五
例
)
よ

り
伊
毛
(
A
群

二
十

二
例
B
群
九
例
)
に
傾

い
て
ゐ
る
事
は
巻
十
四
な
ど
の
傾
向



と
同
様
で
あ
る
が
、
正
用

の
「
妹
」
の
A
群

(
三
五
九

一
、
三
五
九
四

、
三
五
九

二
、
三
六
〇
四
、
三

六

一
五
)
に
の
み
用

ゐ
ら
れ

て
、
B
群

に

は

凡

て
仮
字
書

を
以

て
し
て
ゐ
る
の
は
両
群

の
用
字

の
著

し
い
相
違
と
言

ふ
べ
き
で
あ
る
。

猶

B
群

に
仮
用
の
「伊
毛
」
と
正
用
の
「
君
」
と
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
事
は
、

た
だ

に
A
群

の
「
妹
」
に
対

し
て
興
味
が
あ
る
ば
か
り
で

な
く
、
同
じ
B
群

の
二

人

の
間

に
も
漢
字

の
仮
用

と
正
用

を
め
ぐ

つ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
好

み
の
あ
る
事

を
示

す
も

の
と
し

て
注
目

せ
ら
る

べ
き
で
あ
る
。

以

上
の
老
察

に
よ

っ
て
も
明
か

な
如
く
、
A
群
と
B
群
ー

更

に
宅
守
と
郎

子
と
の
間

に
あ
っ
て
も

ー

と
の
間
に
は
漢
字

の
正
用
と
仮
用
の
両
面

に
亘

っ

て
相

通
ず

る
も

の
も
少
く
な
い
の
で
あ
る
が
、
相
違
す

る
面
も

多
い
の
で
あ

つ

て

、

一
人

の
編
者

に
よ

っ
て
統

一
せ
ら
れ
た
と
言

ふ
よ
り
は

、
寧

ろ
A
群
と
B

群
と

の
歌
を
そ
れ
ぞ
れ
原
本

を
重

ん
じ

て
、
そ
の
事
件

の
接
近
し
て
ゐ
る
た
め

と
か
、
両
群

に
共
通

の
相
聞
性

の
故
を
以
て

一
巻

に
編
ま
れ
た
も

の
と
考

へ
る

の
が
穏
当
の
や
う

で
あ
る
。

五

井

上
通
泰
博
士
は
万
葉

集
新
考

(註

12
)
に
於

い
て

此
巻
は

一
行
中
の
無

名
氏

の
録
し
た
も

の
(所

謂
家
集
)
に
て
作
者

の
名
を

記
さ
ざ

る
歌
は
お
ほ
む
ね
其
人

の
作
と
お
ぼ
ゆ
。
其
人

の
名

の
伝

は
ら
ざ

る
は
く
ち
を
し
。

と
言
は
れ
、
更

に
武
田
祐

吉
博
士

は
「
万
葉
集

の
成
立
」
(
註
13
)
を
論
じ
て
、
A

群

の
歌
の
集
録
者
を
副
使
の
大

伴
三
中

と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

こ
れ
に
対

し
て
作
者
不
明

の
作

を

一
人
で
な
く
複
数
で
あ
る
と
す
る

の
が

一

般

で
あ
る
が

、
粂
川
定

一
氏

の
巻
十
五
論
(
註
14
)
が
特

に
詳
細

に
之

を
論
じ

て

ゐ
る
。
即
ち
歌
人
達

の
総
歌
数

の
点

と
か
長
歌

・
短
歌

・
旋
頭
歌
の
三
歌
体

に

亘
る
作
者
の
限

ら
れ
て
ゐ
る
事

な
ど
か
ら
、
作
者
不
明

の
歌
を
霊
く

一
人

の
作

者
と
す
る
の
は
猶
多
少

の
困
難
が
あ
る
や
う
だ
と
論
じ

て
ゐ
る
。

更

に
高
木
市
之
助
博
士
(
註
15
)
は
作
者
不
明

の
歌
の
中
凡
そ
二
十
数
群

に
く

く
ら

れ
る
事

に
注
目

せ
ら
れ

、
「多
数

の
歌
群

の
冒
頭

に

一
々
目

ぼ
し

い
作

者

の
歌

を
冠
す

る
と
い
う
事

に
何
か
配
列

上
の
意
味
を
予
想
す
る
と
す
れ
ば
、
そ

れ
は
や
は
り
そ

こ
に
は
官
僚
ら
し
い
限
界
が
あ

っ
て
、
以
下

の
人

々
に
は
姓
名

等
を
記
す
事

を
わ
ぎ

と
遠
慮
し
た
の
で
は
な
い
か
。
」
と
論
ぜ
ら

れ
て
ゐ
る
。

用
字
法

上
よ
り
之
を
見

る
に
、
A
群
と
B
群
と
は
漢
字

の
正
用
仮
用
の
両
面

に
亘

っ
て
そ
れ
ぞ
れ
共
通
す
る
も

の
も
あ
る
に
は
あ
る
け
れ
ど
も

、
相

違
す
る

点
が
少
く
な
い
の
で
あ

っ
て
、

一
人
の
編
者

に
よ

っ
て
統

一
せ
ら
れ
た
も

の
と

貝
る
よ
り

は
、
そ
れ
ぞ
れ
原
本

の
ま
ま
を
そ
の
年
代
的

に
相
接

し
た
事
件
の
故

を
以

て
、
更

に
は
共

に
そ
の
相
聞
性

の
濃
や
か

で
あ
る
が
た
め
に
、
こ
こ
に

一

巻
と
し

て
纏
め
ら
れ
た
も

の
で
は
な
い
か
と
考

へ
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

た
だ
B
群
の
最
後

に

右
七
首
中
臣
朝
臣
宅
守
寄
花
島
陳
思
作
歌

と
左
註
の
あ
る
七
首
(三
七
七
九
-

三
七
八
五
)は
贈
答
歌
と
し
て
は
番
外
と

も
言

ふ
べ
き
も

の
で
、
B
群
が
宅
守
の
筆
録
を
そ

の
ま
ま
材
料

と
し
た
も

の
で
.

あ
る
事
を
示

し
て
ゐ
る
も

の
の
如
く
で
あ
る
。

も
し
B
群
の
宅
守

の
手
控
を
も

と
之
し
た
も

の
と
す
れ
ば
、
当
然

A
群

の
筆

録
者
も

考

へ
ら
れ
る
わ
け
で
あ
り

、
こ
こ
に
副
使

の
大
伴
三
中
説

の
登
場

を
見

た
わ
け
で

あ
る
が
、
用
字

の
方
面
か
ら
俄
か

に
之
を
決
定
す
る
事
は
容
易

な
わ

^
ぎ
で
は
な
い
。

た
だ
言

へ
る
事
は
歌
数

の
多
少

に
も

よ
る
け
れ
ど
も

、
B
群

の
作
者

二
人

に



比

し
て
、
A
群
の
作
者
不
明
歌
は
仮
字

の
組
合
は
せ
に
広
が
り
の
あ
る
事

で
あ

る

。例

へ
ば
夜
干
玉

(
ヌ
バ
タ

マ
)
の
場
合

、
8
群

に
あ

っ
て
は

「
奴

婆
多
麻
」
(
三

七
三
二
、
三
七
三
八
、
三
七
六
力
)
の

一
種

に
限
ら

れ
て
ゐ
る
の
に
、
A

群

の

作
者
不
明
歌

に
あ

っ
て
は

奴
婆
多
末

(
三
六
四
七
)

奴
波
翼
多
麻
(
一二
六
七

一
、
一二
七

二

一
)

奴
波

多
麻
(
三
五
力
六

、
三
六
五

一
)

と

い
ろ
い
ろ
に
表
記
せ
ら
れ

て
ゐ
る
。
或

い
は

一
夜

(
ヒ
ト

ヨ
)
も
B
群

に
あ
っ

て
は
比
等
、欲

(三
七
三
八
)
の

一
種

で
あ
る
の
に
、
A
群

の
作
者
不
明
歌
で
は

比
燃守
欲
(
一ご
六
五
七
)

比
登
欲

(
三
六
四
七
)

の
二
種
を
用
ゐ
て
ゐ
る
。
更

に
恋
(
コ
ヒ
)
の
場
合

に
も

B
群
は
「
古
非
」
に
重
点

が

あ
る
の

に
、
A
群

の
作
者
不
明
歌

で
は
「
古
非
」
と
「故
非

」
と
を

い
く

つ
も
用

ゐ
て
ゐ
る
。

猶
B
群

に
「
恋
」
が
用

ゐ
ら
れ
、
A
群

の
作
者
不
明
歌

に
「孤
悲
」
の
用
ゐ
ら

れ

て
ゐ
る

の
も

対
比
的

で
あ
る
が
、
「孤
悲
」
の
用
ゐ
ら
れ
た
三
六
〇
八

は
人
麿

の

歌

を
古
歌
と
し
て
揺
詠
し
た
も

の
で
あ
り
、
今

「
つ
は
壱
岐
島

で
の
雪
連
宅
満

の
死
去
を
傷
む
挽
歌
(
三
六

八
八

・
長
歌
)
の
中
に
見

ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

仮

に
A
群

の
作
者
、不
明
の
歌
が
盗
く

↓
人

の
副
使
大
伴
三
中
の
作

に
成
る
も

の
と
す
れ
ば
、
B
群
の

二
人

の
用
法
か
ら
見

て
も

、
今
少
し
類
型
的

な
文
字

の

組
合
は
せ
を
行

っ
て
然
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
考

へ
ら

れ
る
の
で
あ
る

即
ち

A

群
の
作
者
不
明

の
歌

に
用
ゐ
ら
れ
た
漢
字

の
仮
用

の
組
合
は
せ
を
見
る

に
、

一
人

の
作
者

に
よ

る
開
き
と
言

ふ
よ
り
は
、
複
数

の
作
者

に
よ

る
結
果
と
見
る

方
が
よ
り
妥
当

の
や
う
で
あ
る
。

か
く

て
A
群

の
作
者
不
明
歌

の
仮
用

の
組
合

は
せ
の
、
B
群
の

二
人
よ
り
も
・

広
が
り

の
あ
る
事
は
注
目
す
べ
き
事
実
で
あ
る
が
、
前
掲

の

一
字

一
字

の
仮
字

の
多
様
さ
と
相
俣

っ
て
、
そ
れ
が

一
人

の
作
者

(例

へ
ば
大
伴
三
中

の

や

う
な

人
)
に
よ
る
も

の
と
し

て
は
　

一
人
で
あ
れ
ば

「
層
開
き
は
狭
く

な
る

筈

で

あ
る
　

開
き
が
大
き
過
ぎ
る
や
う
で
あ
る
。

私
は
B
群

の
筆
録
者
が
宅
守

で
あ
る
と
し
て
も

、
猶
茅
上
郎
女

と
の
間

に
は

そ

れ
ぞ
れ
用
字

の
特
色
が
認
め
ら
れ
る
が
如
く

、
A
群
の
開
き
も
亦
多
少
と
も

そ

れ
ぞ
れ
の
作
者

の
好

み
を
図
ら
ず
も
そ

こ
に
露
呈
し

て
ゐ
る
の
で
は
な
い
か

と
老

へ
る
も

の
で
あ
る
。

証(
1
)

国

語
と
国
文
学
昭
和

三
十
年
九
月
号
所

収
の
迫
徹
朗
氏

「大

伴

三
中
と

遣
新
羅
使

の
主
題
」
を
参
照
。

(
2
)

国
語
と
国
文
学
昭
和

二
十
九
年
三
月
号
所
収
高
木
市
之
助
博
士

「
新

羅

.

へ
」
を
参
照

。

(
3
)

語
文
研
究
第
九
号

(昭
和
三
十
四
年
九
月
発
行
)
所
収
の
拙
稿

「
旅
人

の

表
現
　

特

に
そ

の
孤
独

を
め
ぐ

つ
て
　

」
を
参
照
。

(
4
)

語
文
研
究
第
十

ご
号

(
昭
和
三
十
六
年

四
月
発
行
)
所

収
の
拙
稿

「
万
葉

集

に
於
け
る
雑
歌
の
表
現
」
を
参
照

。

(
5
)

熊
本
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要
第

十
二
号
(
昭
和

三
十
八
年
三
月
発
行
)

所
収

の
拙
稿
「
万
葉
集
巻
十
四
の
用
字

に
就

い
て
」
を
参
照
。

(
6
)

前

に
同
じ
。

(
7
)

武
田
祐
吉
博
士
著
「
上
代
国
文

学
の
研
究
」
中

の
「
東
歌

を
疑

ふ
」
を
参
照

(
8
)

畏
友
鶴
久
氏
作
製

の
用
字

カ

ー
ド
に
拠

る
。



(
9
)

不
知
火
第

十
三
号
(
昭
和
三
十
六
年

六
月
発
行
)
所

収
の
拙
稿

「
巻
五
の

用
字
を
め
ぐ
つ
て
　

特

に
旅
人

.
憶
良

を
中
心
と
し
て
　

」
を

参
照

(
1
0)

註

5
に
同
じ
。

(
11
)

近
刊
の
拙
著

「万
葉
集

に
於

け
る
表

現
の
研
究
」
第
五
章
第
七
節

「
万
葉

集
用
字

の
視
覚
性

」を
参
照

。

(
12

)

(
13
)

(
14
)

(
15
)

井
上
通
泰
博
士
万
葉
集
新
考
第
六
冊
三
一
九
〇
頁
を
参
照
。

万
葉
集
大
成
1
総
記
篇
参
照
。

万
葉
集
講
座
(春
陽
堂
)第
六
巻
編
纂
研
究
篇
を
参
照
。

註
2
に
同
じ

。

受

贈

雑

誌

昭
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37

年
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月
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日
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ラ

ム

八
雲

白
路

ひ
の
く

に

肇
国

文
献

ジ

ャ
ー
ナ

ル

日
本
学
術
会
議
月
報

児
童
文
芸

こ
と
ば
と
文

学

10

～

4

月

9

～

3

月

5
～

7

月

10

～

5
月

7
～

3
月

9
～

1

月

9
～

4
月

10
～

4
月

10
～

4
月

10

～

4
月

11
月

9

～

4
月

8

～

3
月

9

～

1
月

8
巻

11

国
語
研
究

(国
学
院
大
学
)

連
歌
俳
譜
研
究

万
葉

国
文
学
孜

(広
島
大
学
)

中
世
文
芸

近
世
文
芸
稿

未
定
稿

国
文
学
研
究

(早
稲
田
大
学
)

文
学
論
集

(佐
賀
大
学
)

学
習
院
大
学
国
語
国
文
学
会
誌

国
語
国
文
研
究

(北
海
道
大
学
)

女
芸
研
究

音
声
学
会
会
報

明
治
大
学
人
交
科
学
研
究
所
年
報

説
林

(愛
知
県
立
女
子
大
学
)

王
朝
交
学
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か
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実
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日
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学

(立
教
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学
)

名
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大
学
・
国
語
国
文
学

名
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屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集

文
学
論
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(東
洋
大
学
)

国
語
学

女
子
大
国
夕

(京
都
女
子
大
学
)

平
安
朝
文
学
研
究

国
文
学
論
叢

宮
城
学
院
国
文
学
会
会
誌

日
本
文
学

(東
京
女
子
大
学
)

樟
陰
文
学

東
京
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大
学
人
丈
自
然
科
学
論
集

成
城
丈
芸

13
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